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神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行）
欧文数字を入力
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昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可（ ）

欧文数字を入力

性急な准看養成廃止に警鐘

制度の是非は理想より現実を見て
医療問題研究会

保
団
連
臨
時
大
会

「
休
保
」再
開
で
集
中
討
議

既
加
入
者
へ
の
周
知
、理
解
を
要
望

支台築造（装着料を含む）
その他メタルコア
変更無し234（322）大臼歯
変更無し186（261）前・小臼歯
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（ 2）第1869号2012年9月25日

　
民
主
・
自
民
の
代
表
選
挙

が
終
わ
り
、
解
散
風
が
吹
い

て
い
る
。
今
国
会
で
、
社
会

保
障
・
税
の
一
体
改
革
法
案

が
、
民
主
・
自
民
・
公
明
な

ど
の
賛
成
多
数
で
成
立
し
、

消
費
税
は
２
０
１
４
年
４
月

に
８
％
、　
年
　
月
に
　
％

１５

１０

１０

と
な
る
予
定
だ
。
増
税
分
５

％
の
う
ち
４
％
は
財
政
再

建
、
１
％
を
社
会
保
障
の
機

能
強
化
に
充
て
る
と
し
、
い

わ
ば
増
税
の
理
由
に
「
社
会

保
障
改
革
」
が
抱
き
合
わ
せ

と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
法
案

成
立
の
た
め
の
３
党
合
意
に

よ
り
、
増
税
財
源
は
「
成
長

戦
略
」
へ
の
重
点
配
分
、
つ

ま
り
公
共
事
業
に
利
用
で
き

る
と
さ
れ
た
。
財
政
再
建
、

国
債
（
借
金
）
の
減
少
も
何

も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
明
確

な
の
は
医
療
分
野
の
１
・
２

兆
円
の
削
減
、
医
療
費
ベ
ー

ス
で
４
・
８
兆
円
の
削
減
だ

け
で
あ
る
。

　
問
題
は
こ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
三
党
合
意
の
下
で
早
々

に
提
案
さ
れ
成
立
し
た
「
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
」

は
、
皆
保
険
を
「
原
則
」
加

入
と
し
例
外
を
容
認
、
保
険

給
付
の
適
正
化
（
縮
小
）
に

ま
で
言
及
し
た
。
さ
ら
に
、

自
立
・
自
助
を
社
会
保
障
の

基
本
理
念
だ
と
し
、
医
療
を

「
商
品
」
と
「
代
金
」
の
関

係
性
へ
の
変
質
も
図
ら
れ

た
。
こ
れ
に
符
合
す
る
よ
う

に
、
医
療
機
関
が
公
的
保
険

の
補
完
に
民
間
医
療
保
険
を

扱
う
法
改
正
の
準
備
や
、
先

発
品
と
後
発
品
の
薬
価
差
額

を
負
担
さ
せ
る
「
参
照
価
格

制
」
の
導
入
も
検
討
が
始

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
体

改
革
の
正
体
で
あ
る
。

　
こ
の
９
月
に
日
本
医
師
会

が
患
者
窓
口
負
担
に
関
す
る

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
２

割
、
３
割
負
担
を
　
％
強
が

６０

「
重
い
」
と
感
じ
、
経
済
的

理
由
で
の
受
診
断
念
が
　
％
１０

と
な
っ
て
お
り
病
状
悪
化
と

の
関
連
も
示
唆
さ
れ
た
。
少

な
く
と
も
１
割
負
担
へ
の
軽

減
は
喫
緊
で
あ
る
。
先
ん
じ

て
４
月
に
実
施
さ
れ
た
東
京

大
学
の
調
査
で
は
、
１
割
負

担
へ
の
軽
減
が
精
神
・
健
康

状
態
の
改
善
に
資
す
る
と
示

さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、　
万
３４

世
帯
が
無
保
険
者
で
、
保
険

料
を
払
っ
て
い
て
も
経
済
面

で
受
診
で
き
な
い
人
が
２
５

０
万
人
も
い
る
。
肩
身
の
狭

い
思
い
を
せ
ず
に
受
診
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
費
の
窓
口

負
担
ゼ
ロ
は
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

　
新
成
長
戦
略
を
継
承
し
た

日
本
再
生
戦
略
で
は
、「
社
会

保
障
の
機
能
強
化
」
の
文
言

が
消
え
、
医
療
・
福
祉
を
産

業
化
し
経
済
浮
揚
を
図
ろ
う

と
し
て
い
る
。
本
来
は
社
会

保
障
の
充
実
と
賃
金
・
雇
用

の
安
定
化
に
よ
る
内
需
拡
大

の
方
策
で
あ
る
べ
き
だ
。「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
」
の
皆
保
険
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
世
界
一
の
健
康
度
を
達
成

し
た
。
こ
の
「
宝
」
を
守
り

育
て
、
受
診
回
復
、
医
療
費

総
枠
拡
大
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
我
々
医
療
者
は
審
判
を

下
そ
う
で
は
な
い
か
。
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皆
保
険
崩
す
一
体
改
革
に
審
判
を
！

  患
者
受
診
を
保
障
す
る

政
権
選
択
へ

機
関
が
獲
得
競
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
最
後
に
氏
は
、
准
看
養
成
廃

止
問
題
は
知
事
Ｖ
Ｓ
医
師
会
の

構
図
で
語
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

く
、
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
決

め
ら
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と

強
調
。
県
民
に
と
っ
て
こ
れ
以

上
の
看
護
職
員
不
足
は
必
ず
悪

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
指
摘

し
、
准
看
学
校
は
入
学
希
望
者

が
い
な
く
な
っ
た
時
に
自
然
と

役
割
を
終
え
て
い
く
と
主
張
し

た
。

現
す
る
前
に
、
准
看
養
成
を
廃

止
す
る
こ
と
は
自
殺
行
為
で
あ

る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

問
題
は
全
て
の

医
療
機
関
に
波
及

　
氏
は
、
准
看
を
募
集
し
な
い

急
性
期
病
院
が
増
え
て
い
る
も

の
の
、
准
看
養
成
廃
止
と
な
れ

ば
、
看
護
職
員
の
８
割
を
准
看

が
占
め
る
療
養
病
床
な
ど
が
直

ち
に
影
響
を
受
け
、
生
き
残
り

を
賭
け
看
護
職
員
獲
得
に
乗
り

出
す
。
い
ず
れ
は
全
て
の
医
療

を
見
る
限
り
、
准
看
養
成
か
ら

正
看
養
成
へ
教
育
課
程
の
転
換

を
図
る
具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
な

い
と
指
摘
。
看
護
職
員
の
増
員

と
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
を
実

と
も
に
雇
用
の
場
と
し
て
も
重

要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　
た
と
え
准
看
養
成
を
廃
止
す

る
に
し
て
も
、
県
の
「
看
護
教

育
の
在
り
方
検
討
会
」
の
報
告

准
看
護
師
制
度
へ
の

誤
解

　
ま
た
、
氏
は
「
准
看
は
開
業

医
が
手
頃
な
労
働
力
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
主
張

が
あ
る
こ
と
に
言
及
。
し
か
し

現
実
に
は
、
診
療
所
に
勤
務
す

る
准
看
は
　
人
に
３
人
程
度
、

１０

給
与
に
つ
い
て
も
正
看
護
師
の

９
割
前
後
と
提
示
し
た
。

　
准
看
学
校
の
受
験
倍
率
は
近

年
上
昇
し
て
お
り
、
短
大
や
四

年
制
大
学
を
卒
業
後
す
ぐ
に
受

験
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
人
気
職
種
で
あ
る
と

の
看
護
職
員
の
獲
得
競
争
が
激

化
し
た
こ
と
を
指
摘
。
そ
れ
に

伴
い
病
棟
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ

た
り
、
手
術
の
待
機
時
間
が
長

く
な
っ
た
病
院
が
あ
る
と
い
う

現
状
を
紹
介
し
、
看
護
職
員
の

確
保
は
病
院
に
と
っ
て
死
活
問

題
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。
さ

ら
に
、
高
齢
化
や
国
の
病
床
削

減
政
策
に
よ
り
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護
施
設
が
急

増
し
た
こ
と
で
、
病
院
に
限
ら

ず
看
護
職
員
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
の
成
案
に
は
２
０
２
５
年

に
は
最
大
２
４
０
万
人
の
看
護

職
員
が
必
要
と
記
述
さ
れ
て
い

る
が
、
実
現
に
は
出
生
し
た
女

子
の
８
人
に
１
人
が
看
護
職
員

に
な
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。

今
後
も
看
護
職
員
の
需
要
は
増

加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と

し
た
。

　
政
策
部
は
９
月
５
日
、
医
療

問
題
研
究
会
を
開
催
。「
な
ぜ
い

ま
准
看
護
師
養
成
廃
止
に
反
対

す
る
の
か
～
療
養
病
床
の
立
場

か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
小
松
会

病
院
院
長
・
小
松
幹
一
郎
氏
が

講
演
し
、　
名
が
参
加
し
た
。

３０

　
氏
は
冒
頭
、
看
護
職
員
は
全

国
で
５
万
９
千
人
不
足
し
て
お

り
、
う
ち
神
奈
川
県
で
は
１
万

４
千
人
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。
平
成
　
年
か
ら
　
年

２０

２２

の
間
に
県
下
の
看
護
職
員
数
は

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
供
給

数
は
依
然
と
し
て
不
足
し
て
お

り
、
需
要
に
対
し
供
給
が
追
い

付
い
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
。

看
護
職
員
不
足
が
深
刻
な
神
奈

川
で
准
看
護
師（
以
下「
准
看
」）

の
養
成
を
早
急
に
廃
止
す
る
こ

と
は
、
看
護
職
員
不
足
を
助
長

し
、
医
療
体
制
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
と
主
張
し
た
。

追
い
付
か
な
い

看
護
師
供
給

　
氏
は
、
６
年
前
の
診
療
報
酬

改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
７
　
１

看
護
」
の
導
入
等
に
よ
り
、
人

員
基
準
が
見
直
さ
れ
、
病
院
で講師の小松氏

象
に
、
①
　
年
８
月
１
日
の
加

１３

入
日
の
申
込
み
に
限
定
し
、
②

加
入
上
限
口
数
を
３
口
と
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　
３
号
で
は
、
休
保
共
済
会
の

設
立
か
ら
包
括
移
転
ま
で
（
　１２

年
９
月
９
日
～
　
年
８
月
１

１３

日
）
の
事
業
経
費
と
し
て
、
保

団
連
か
ら
基
金
６
千
５
０
０
万

円
を
拠
出
し
て
同
法
人
に
貸
付

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　
討
論
で
は
、全
　
件
の
口
頭
・

３４

文
書
発
言
が
出
さ
れ
た
。

　
神
奈
川
か
ら
の
発
言
通
告
は

３
件
。
そ
の
う
ち
、
宮
澤
・
協

会
副
理
事
長
が
口
頭
発
言
で
、

既
加
入
者
へ
満
期
祝
金
の
目
減

り
の
見
込
み
額
だ
け
で
も
通
知

す
る
よ
う
要
求
。
既
加
入
者
に

デ
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
た
う
え

で
、
休
保
存
続
へ
の
理
解
と
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
筋
だ
と
強

調
し
た
。
執
行
部
答
弁
で
は
、

見
込
み
額
提
示
は
困
難
だ
が
個

別
通
知
は
実
施
す
る
こ
と
を
約

束
。
こ
れ
に
対
し
宮
澤
副
理
事

長
は
フ
ロ
ア
発
言
で
「
概
算
だ

け
で
も
明
示
す
べ
き
」
と
再
度

要
求
。
し
か
し
執
行
部
は
見
込

み
額
の
試
算
が
困
難
と
し
、
試

算
テ
ー
ブ
ル
表
を
個
別
通
知
に

同
封
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
い

と
回
答
し
た
。

　
そ
の
他
、
神
奈
川
か
ら
文
書

発
言
で
「
給
付
満
了
者
は
弔
慰

給
付
金
を
期
待
し
て
制
度
に

残
っ
て
い
る
。
脱
退
扱
い
は
乱

暴
」、「
加
入
者
管
理
を
厳
格
化

す
べ
き
」
と
要
求
。
執
行
部
か

ら
は
「
傷
病
給
付
等
が
メ
イ
ン

の
制
度
。
金
融
庁
の
指
摘
も
あ

り
継
続
加
入
は
困
難
」、「
費
用

対
効
果
を
検
証
し
て
判
断
し
た

い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
採
決
で
は
、１
号
が
反
対
４
・

保
留
　
・
賛
成
１
１
８
、
２
号

１２

が
反
対
　
・
保
留
　
・
賛
成
１

１５

１０

０
９
、
３
号
が
反
対
０
・
保
留

　
・
賛
成
１
２
３
で
、
全
て
の

１１議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

給
付
満
了
者
を
脱
退
扱
い
と
す

る
こ
と
―
な
ど
が
提
案
さ
れ

た
。
な
お
、
募
集
再
開
は
　
年
１３

３
月
、
包
括
移
転
は
同
年
８
月

１
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　
２
号
で
は
、　
年
の
募
集
停

０６

止
に
よ
っ
て
、
制
度
再
開
ま
で

に
加
入
年
齢
を
超
え
た
会
員
が

加
入
で
き
る
た
め
の
特
例
措
置

と
し
て
、
新
規
加
入
の
み
を
対

９
７
名
が
参
加
し
た
。
神
奈
川

協
会
か
ら
は
代
表
５
名
、
保
団

連
役
員
５
名
が
参
加
し
た
。

　
今
大
会
は
、
２
０
０
６
年
の

改
定
保
険
業
法
施
行
に
よ
り
新

規
加
入
者
の
募
集
停
止
等
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
保
団
連
の
「
保

険
医
休
業
保
障
共
済
制
度
」（
以

下「
休
保
」）の
募
集
再
開
な
ど
、

事
業
継
続
に
関
連
し
た
議
案
の

協
議
・
採
択
を
目
的
に
開
催
さ

れ
た
。

　
当
日
は
、
１
号
議
案
「
一
般

社
団
法
人
を
設
立
し
、
休
保
を

認
可
制
度
と
し
て
募
集
を
再
開

す
る
件
」、
２
号
議
案
「
募
集
停

止
期
間
中
に
加
入
年
齢
を
超
え

た
会
員
へ
の
特
例
措
置
に
関
す

る
件
」、
３
号
議
案
「
休
保
再
開

に
伴
う
　
年
度
補
正
予
算
の

１２

件
」
―
の
３
議
題
が
提
案
。

　
１
号
で
は
、
金
融
庁
よ
り
休

保
の
運
営
要
件
と
し
て
一
般
社

団
法
人
等
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
団

連
と
は
別
に
「
休
保
共
済
会
」

を
設
立
し
、
募
集
を
再
開
す
る

と
と
も
に
既
加
入
者
も
同
法
人

に
包
括
移
転
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

　
ま
た
給
付
内
容
の
見
直
し
と

し
て
、
満
期
祝
金
の
廃
止
と
既

加
入
者
の
代
償
措
置
、
傷
病
給

付
等
を
限
度
日
数
ま
で
受
け
た

　
保
団
連
は
９
月
９
日
、東
京
・

ニ
ュ
ー
ピ
ア
ホ
ー
ル
で
第
　
回
４５

臨
時
大
会
を
開
催
。
全
国
か
ら

大
会
代
表
１
３
４
名
を
含
む
２

口頭発言をする宮澤副理事長

：


